
















要約:学習障害について、我々の施設における診断システム(神経、心理、生理、教育学的)、

療育システム(感覚統合訓練、社会技能訓練、教育的処置)について述べるとともに、学習

障害の神経機構を解明するために、以前及び前回報告した聴覚・視覚課題用いて、学習障

害についての認知過程解明における臨床応用の可能性について検討し、我々の考案した事

象関連電位の検査方法が、学習障害の神経生理学的解析に有用であると考えられた。


